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＜連絡事項＞

· 3月16日（金）立ち入り検査実施。

· デイケア保険について、今日名簿を発送し入会金は月曜日に振込みを行う。

＜外来情報＞

· 伊藤　雄一様～退院後の生活に慣れて来て余裕が出てきたと話され、今後の生活目標を探していく
　　　　　　　との事。今後、ヘブライ語を始めてみようかなと話される。

· 横町　浩様　～「耳がキーンとする」と訴えきかれるが、特に体調等に影響はないとの事。

· 田澤　勝敏様～青山荘へ新しく入所した方について、苦情を話されている。

· 大久保　律子様～夫様同伴での受診。午前の調子は良いが、午後になると考え込んでしまう事や
　　　　　　　　ボーっとする事があり、鬱っぽくなると訴えあり。理由としては思い当たる事は
　　　　　　　　ないと話されるが、２週間程前に、友人が外泊に来る事が嬉しくて気分が高まっ
　　　　　　　　た事があり、その後から調子が悪いと話される。話し中、内容が次々と変化して
　　　　　　　　いる。昼食後にドグマチールが１週間分頓服処方となっている。来週受診予定。

· 関　秀治様　～夜間の睡眠は22時から５時半位までとることが出来ていると報告あり。青風荘
　　　　　　　での生活は慣れたと話されるが、スタッフが自室を訪室する際、ノックの後返事を
　　　　　　　待たずにすぐドアを開けられる為、困る事があるとの事。この件で困っている事に
　　　　　　　ついては、自分が言ったことを知られたくないと話される。
　　　　　　　仕事は徐々に作業能率が上がっているが、青明舎スタッフより自分のペースで行う
　　　　　　　ように助言を受けたとの事。先日、流し場を掃除した際に水を出し過ぎた事を指導
　　　　　　　受けたと報告している。職親から僅かだが賃金を貰ったことを話されている。

· 関口　禅様　～外泊訓練を行うことを報告している。話中、にやついたりボーっとしたりと表情に
　　　　　　　変化が見られている。自宅での自炊について、ガスでは危ない為電気を使用する様
　　　　　　　言われたとの事。

· 田名部　一樹様～生活状況として、朝早くおきて勉強している為頭がスッキリしていると話される。
　　　　　　　　空腹時に、腹部がムズムズしてストレスが溜まると訴えている。

· 八木橋　牧雄様～血圧がいつも高値であるが、時間を置いて測定する事で幾分安定していると話さ
　　　　　　　　れる。飲酒について「お酒をたまに飲んでいる」と報告されており、シアナマイ
　　　　　　　　ドと併用して３日位間隔を空けて、１合ほど飲酒しているとの事。
　　　　　　　　「水虫が悪化してきた」と話され、外用薬処方となっている。

＜利用者様情報＞

· 溝越　キク様～昨日、溝越様の現在の経過と今後について主治医と話し合っている。病状変化と同
時に内服管理出来ない事による身体状況の悪化を防がなければならない事、毎週外来時には通所スタッフが本人に対面しているが、通所の意志はない事を確認。
保護者様に連絡をとり、上記の経過を伝え、話し合いを実施したい事を伝えている。お姉様は、最近の溝越様の様子については把握していなかったとの事で、話し合いについては同意している。日程は、28日（水）の午前中を予定しているが、変更の場合もある為、場所等も併せて後日再度連絡させて頂く事を伝えている。
⇒　関係機関での日程や時間の調整を行い、ご家族へ追って連絡を行う。
　　事前に、関係機関でメール等を活用して話し合いを設け、当日話す内容を確　

認しておく。

· 前野　義勝様～昨日、五戸で体験発表を行っている。本人から、「地域の方とも交流が持てて、
　　　　　　　良い機会だった」との意見聞かれており、表情も穏やか。
　　　　　　　⇒　最近、体験発表に対する緊張から気分の斑が見られていた為、しばらくの期間
　　　　　　　　　本人の様子について観察して行く。
· 長瀬　紘一郎様～昨日、胃薬処方となり胃の調子は良くなったと話されるが、胃のムカツキを訴え
　　　　　　　　昼食１/２摂取。昨夕も、粥が固くて喉を通らなかった為、ほとんど摂取されて
　　　　　　　　いない。湯を入れて軟らかくするよう説明するが、「いいよ、大丈夫だから」と
　　　　　　　　話され、そのまま下膳されている。
　　　　　　　　⇒　対応するスタッフによって、胃部不快の訴えが変わる。又、昨日帰宅後に
　　　　　　　　　　補食を多量に摂取していると話される為、それによる胃部不快も予想される
　　　　　　　　　　為、様子観察とする。

· 中村　与一郎様～関様が青風荘入所後より、デイナイトケアより帰荘後も関様と一緒に筋力トレー
　　　　　　　　ニングを行っているとの事。同時期より、来所後から疲労感・体調不良を訴える
　　　　　　　　ようになっている。プログラムも体調不良の為休みがちである。
　　　　　　　　⇒　本人へ、生活のペースが乱れてきている事を振り返り、自分の生活の立て
　　　　　　　　　　直しを図るように説明する。
　　　　　　　　　　他者との交流と共に、適度な休養をとることも大切である事を説明していく。

· 上岩　英治様～大きな声、他者を睨むような様子での独語聞かれている。プログラム中も通して
　　　　　　　聞かれており、「俺に何か用かよ！」等具体的な発言が聞かれる為、他メンバー
　　　　　　　より苦情聞かれている。又、声掛けに対しても表情の険しさは変わらないが、話題
　　　　　　　に沿った返答が聞かれている。
　　　　　　　⇒　独語聞かれた際には声掛けを行う。
　　　　　　　　　他メンバーとのトラブルとなる可能性が高い為、スタッフが常に近くにいて
　　　　　　　　　介入できる距離を保つ。

＜デイナイトケア　利用者様検討＞

五日市　公様　（63）　てんかん精神病

〇ケア目標：プログラムを活用し、対人関係を円滑にする。

〇現状　・利用直後は他メンバーとの意見の相違や言動を受けて衝突しストレスを訴える事があったが、徐々に円滑に交流を持つ事が出来るようになっている。

　　　　・一つの事に固執してしまい、自分の意見を曲げる事が出来ないことが時折ある。

　　　　・豊富な知識を持っており、自分の知っている事を他メンバーへ穏やかに説明していることが見られる。

　　　　・周囲を見て行動することが出来ている。又、相手によって柔軟に対応することが出来ている。

　　　　・ゲーム等、勝敗のあるものに対しては、自分が負けた際に者を投げたり、テーブルを叩くなどの感情表現が見られる。

〇今後の対応

・プログラムを通して他メンバーとの交流を持つ機会が増え、周囲とも柔軟に付き合うことが出来るようになってきている為、現状のまま様子観察としていく。

・他者に対してストレスを溜めてしまい、イライラの訴えが聞かれるときや「叫びそうになる」等の訴えが聞かれる為、適度に対面する場面を設け、本人が他者に対して抱えている不満などを発散する場を提供する。

・負の感情を発散する事は大切だが、物を投げるなどの行為は周囲に対して威圧的であり、好ましくない事を説明し、上手な発散方法について本人と話し合う。

馬渡　武光様　（67）　統合失調症

〇ケア目標：糖尿病の悪化防止と、生活習慣病に対する知識の習得

　　　　　　対人技能の維持

〇現状　・環境変化や自身の無い事に対して強い抵抗があるが、わからない事は何度も確認を取りながら行動する事が出来ている。

　　　　・ナイトケアメンバーとも交流をもたれているが、嗜好品をねだっていることが多く見られている。

　　　　・気になったことに関しては、積極的に質問して来られている。

　　　　・昨年７/20より普通食となっているが、配膳の際に多く盛り付けていることが目立つ。声掛けにて、正規の分量を盛り付けている。

　　　　・血糖値は、普通食となってからは徐々に高くなってきている。

（３月→　体重52.4kg　HbA1c　6.1％）

　　　　・普通食へ変更となってから、盗食は目立たなくなっている。

〇今後の対応

　・食事の際には必ずスタッフが配膳の近くにおり、食事の盛り付け量を確認。多い時には、食事量を制限する必要があることを説明する。

　・他メンバーとの交流は好ましいが、他者に物をもらう事は通所のルールとして好ましくない事を説明。

　・新しい事に対しても、取り組めている事に対しては本人へ評価を返していく。







